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【卒業研究審査区分】 

◆論文：ある事象に関する論題を発見し（問題意識），それに対する自らの答え（作業仮説）を立てて，その答えが正しいことを，調査や実験などの分析，及び先行研究のデータや見解等の「文
献資料」の参照を通して，それらの結果（事実）と論理で証明する一連の流れを論理的に記述したもの。あるいは，事象に対する調査を行い，その結果を分析し，そこから客観的事実を
抽出する一連の流れを論理的に記述したもの。 

◆制作：生活関連の衣装・家具・照明器具・玩具・装飾品等に対して自ら抱いた問題意識に基づき，その問題を解決する自らの提案内容を，実際に制作した「実物」で提示するもの。
◆企画・設計：生活関連の物品，インテリア，建物，街等に対して自ら抱いた問題意識に基づき，そこにおける課題等を解決すべく，それらの対象に関する提案を行うが，実物を制作するのでは

なく，モデル的に図面や模型，縮小モデル等を用いて，抽象的にその提案内容を提示するもの。ここでいう企画とは，建築や都市以外のものであり，かつそれらと同様に実物を制作する

ことが困難なもの，例えばショウウインドーのディスプレーや展示会場の展示あるいは舞台装置等を計画することをさす。 
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